（９月版）
令和3年度 岐阜県子育て支援事業従事者等研修 開催予定

◆時　　間：2時間（予定）
◆対　　象：岐阜県内で子育て支援事業に従事する方
以下のいずれの内容でもご参加いただけますが、テーマによっては特定の施設（地域子育て支援拠点等）や業務に携わる方を想定した内容となりますので予めご了承ください。
◆費　　用：無料
◆申込方法：確定次第、詳細と合わせてご案内いたします
◆お問合せ：ＮＰＯ法人くすくす　電話080-4546-9393（火～金 10時～13時）

· 以下の内容は現段階での予定となります。新型コロナウイルス感染症の状況などによって予定が変更になる場合がございますのでご了承ください。
· 開催にあたっては、岐阜県「コロナ社会を生き抜く行動指針」に基づいて開催します。
	内容（予定）
	講師（予定）
	場所（予定）
	日時（予定）

	保護者だって十人十色
～様々な「しんどさ」を抱える保護者へのかかわり方

発達障がい、産後うつ、精神疾患、生活困窮など、親自身が何らかの困難を抱えていることはもはや珍しいことではない。しかし、親自身が困っていても「助けて」とSOSを出さないこともある。支援者が「対応が難しい」と感じる親の特徴や特性を知り、その対応方法を学ぶ。
	吉良 光代 氏

ひよこ助産所
主宰、助産師
	飛騨総合庁舎
5階
大会議室

(高山市上岡本町7-468)

オンライン
	8/31（火）
13:30~15:30

	地域とつながる子育て支援
～地域とつながり、地域で支える子育て支援とは？

「地域とのつながり」「地域連携」「多職種連携」等の必要性が高まる中、子育て支援の現場においては、具体的に地域の誰と、どのようにつながればいいのだろうか。地域にはどういった「つながる先（地域資源）」があるのかを探り、どのようにつながることができるのかを考える。
	山縣 文治 氏

関西大学 人間健康学部 教授
	OKBふれあい会館 
第2棟 3階 職員研修所 講堂

（岐阜市薮田南5-14-53）

オンライン
	9/13（月）
13:30~15:30

	
	
	可茂総合庁舎５階
大会議室
（美濃加茂市
古井町下古井2610-1）

オンライン
	9/14（火）
13:30~15:30

	「困っている」のは誰？
～発達に特性がある子へのかかわり方

「困った子」ではなく「困っている子」と捉え、発達に特性がある子への支援者としてのかかわり方を学ぶ。特徴的な子どもの行動に対し、支援者がどのように声をかけたり接したりすることが望ましいか、具体的な対応を学ぶ。

	中野 たみ子 氏

西濃圏域発達障がい支援センター 地域支援マネージャー
	岐阜県福祉・農業会館　
(岐阜市下奈良2-2-1)

オンライン
	9/24（金）
10:00～12:00

	内容（予定）
	講師（予定）
	場所（予定）
	

	子育て支援は、子育て「家庭」支援
～働く親たちの現状を知る
母親だけではなく、父親の育児休業取得も増えつつある今、支援者として、仕事と子育ての両立のための最新の支援制度を学ぶ。また、新型コロナウイルスの感染拡大により子育て家庭を取り巻く労働環境がどのように変化したかなど、働く親たちの現状と課題を知る。
	渋谷 典子 氏

NPO法人参画プラネット 代表理事
	ＯＫＢふれあい
会館 第２棟
３階職員研修所
講堂
（岐阜市薮田南
５丁目１４番地
５３号）
	10/15（金）
13:30～15:30

	事実が伝わる記録の取り方

誰が読んでも「事実」が伝わる記録の取り方、情報開示に対応できる文章の書き方や、記録として望ましくない表現、「リフレーミング」の手法などを、演習をまじえて学ぶ。
	中條 美奈子 氏

認定NPO法人マミーズ・ネット理事長、元教員
	岐阜県福祉・農業会館　
(岐阜市下奈良2-2-1)
	11/17（水）
13:30～15:30

	「ストレングス・トーク©」
～行動の問題をもつ子どもを支えるために

行動の問題をもつ子どもとのかかわり方において、子どもの「ストレングス」に着目し、「ストレングス」「隠れた強み」とは何か、子どもたちを支えるために必要なことは何かを学ぶ。
	井上 祐紀 氏

福島県立矢吹病院 副院長、
児童精神科医
	オンライン
（Zoom）開催
	11/24（水）

18:00
～20:00

	「合理的配慮」って何？
～配慮が必要な子ども・家庭へのかかわり方

「合理的配慮」という言葉を聞くことが子育て支援の現場でも増えつつある。様々な親子が利用する中で、合理的な配慮をするにはどうしたらいいのか？
子育て支援の様々な事例とともに学ぶ。
	原 美紀 氏

港北区地域子育て支援拠点どろっぷ　施設長
	岐阜県シンクタンク庁舎
5階
大会議室
（岐阜市薮田南5‐14‐12）
	（R４年）
1/17（月）
13:30～15:30

	【特別講義】問われる「しつけ」
～虐待から子どもも親も救うには？

改正児童虐待防止法と改正児童福祉法が施行され、親の子どもへの体罰が禁止された。支援者として、「虐待」「しつけ」とは何かを改めて理解するとともに、子を叩いてしまう親などに対してどう向き合うのかを考える。
	明橋 大二 氏

真生会富山病院心療内科部長、
子育てカウンセラー、心療内科医

	岐阜県シンクタンク庁舎
5階
大会議室
（岐阜市薮田南5‐14‐12）
	2/18（金）
午後
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